
３学期「『自分の町の●●』のオンデマンド発表会」

◆実施期間：１月～３月

◆自分の町（町、特産品、伝統文化、日本との関連など）について調べてこども新聞を作

成。新聞を送り合い、感想を伝え合った。

◆作品数は計３５記事。スキャンしたものをgoogle driveで共有。

・学校の規模によって作成記事数は異なります。一人一つ書く学校もあれば、何人かグ

ループで一つの記事を作る学級もありました。

・ドイツから２３記事、アメリカからは１３記事ありました。

◆授業で実施

新聞作成と他校から届いた新聞への感想記入のアクティビティは授業にて行いました。

◆新聞や感想の書き方の指導やルール

・新聞づくりの授業の仕方や書き方は各校の先生にお任せした。

・他校からの新聞への感想は「相手の新聞を読んでよかったところや学びになったこと

を具体的に触れる」/最低３行は書くという基準を３校で決めておきました。

・名前はニックネームかファーストネームだけ書くことを決めました。



◆学びと気づき

・伝える「相手」がいることで、課題への取り組む姿勢が変わった。どう

やったら伝わりやすいかを考える姿勢や、丁寧に書こうとする意欲が見ら

れた。

・ほかの地域から届いた新聞は手紙のような感覚があり、一生懸命読みた

いという気持ちを持てていたと思う。（教科書の読み物を読むのとは違う

心情を見て取れた）

・新聞作成の過程で「調べる」「構成を考える」「相手を考えて書く」

「写真や絵を選ぶ」といった活動にふれられた。

・相手からの感想（面白かった点もあれば、追加の質問や改善案の提示も

あり）をもらえることは嬉しそうだった。また、次回以降どのようなこと

を書いたらいいのかという気付きをもらえた。

３学期 「『自分の町の●●』のオンデマンド発表会」の様子
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4.作品の感想を書く

バトンルージュ校で実施した参加者アンケートの結果です。
全体的に好感触で、来年度につながる手ごたえを感じました。



成果物例 独デュッセルドルフの新聞①



成果物例 独デュッセルドルフの新聞②



成果物例 米バトンルージュの新聞①



成果物例 米バトンルージュの新聞②



成果物例 米ブルーミントンの新聞①





成果物例 米ブルーミントンの新聞②


